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http://www.minamih.net/ 熱中症 救急搬送１０９１３人！！
総務省消防庁は１７日，８～１４日に１万９１３人

が熱中症で救急搬送されたと発表しました。死者は１
６人だったそうです。
熱中症対策の文書を各コーチに配布して共通理解を

図り，予防に万全を期していますが，学年によって子
ども達の意識が今一つです。事故が起きたらどうなる
かを子ども達にも考えてほしいのです。
矢上がいなくなると炎天下のグランドで帽子がある

のにかぶらずにゲームを観ている子ども達がいまし
た。帽子をかぶるのが嫌いだというのです。いつも帽
子をかぶるように指導し，その意味も話しているのに

１３・ ７・２０（土）…残念です。責任を持つ事が難しいです。
南ＮＥＷＳ ＮＯ２９ 帽子をかぶることの徹底をコーチのみなさん，お家

のみなさんにもお願いいたします。帽子を必ず持たせてくださいね。
クラブ代表 矢上

５年生 むさしのリーグ結果 ７月１４日 青梅一小
○めあて ・コーチング ・１対１で突破する ・パス＆ムーブ

・守備のチャレンジ＆カバー
○第１試合 南八王子１－５西原 前半０－３

得点 荒引君
前半２分，左サイドをドリブルで持ち込まれて，体を当てることもなく，前に

立つこともなくシュートを撃たれて失点。１５分ＰＫで失点。１８分逆襲を受け
て失点。ドリブル突破でチャンスを作りながら得点を奪えず，逆襲で失点を重ね
ました。

後半，ドリブルやパス＆ムーブでチャンスを創りますが得点を奪えず，８分、
１１分と逆襲による失点。しかし，終了間際の１９分、佐藤君がドリブルで持ち
込みシュートのこぼれ球を荒引君が蹴りこんで１点を返しました。

○第２試合 南八王子２－１青梅 前半２－０
得点 前川君 佐藤君

前半５分，前川君が左サイドをドリブルで突破し左足でクリーンシュート，先
制！ １９分，右サイドをドリブルする佐藤君が相手ファールで倒され，自ら３０
ｍ近い距離を理想的な放物線を描く柔らかいフリーキックでＧＫの頭上を抜いて
２点目。

後半，立ち上がり１分。相手に左からのミドルシュートを許して失点。その後
全員出場をめざしながらさらに得点を狙いますが，追加点を奪えず試合終了。

吉田君の渡り廊下をドリブル突破する強さ，繰り返すオーバーラップの鋭い攻
撃が観られ，攻撃の厚みが増してきました。
○第３試合 南八王子１１－０油面 前半７－０

得点 前川君３（ハットトリック） 珍部君 能登君２ 小澤君２
荒引君３（ハットトリック）

前半１分，左スローインを受けた前川君が浮き球で相手頭上を抜いてドリブル
で持ち込みＧＫと１対１。落ち着いて決めて先制！後はゴールラッシュ！２分，
左コーナーキックを荒引君が頭で押し込んで２点目。１０分，前川君のシュート
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のこぼれ球を能登君が左足でシュート，３点目。１２分，佐藤君のクロスを能登
君がシュート，４点目。１４分，佐藤君からのクロスを荒引君がシュート，５点
目。１６分，ＰＫを珍部君がＰＫを決めて６点目。２０分，左コーナーキックを
荒引君がヘッドできれいに合わせて７点目をゲット！

後半１１分，富山君が左渡り廊下を突破してクロスを入れる。小澤君が合わせ
てシュート，８点目。１３分，相手ＧＫのパントキックをカットした前川君がミ
ドルレンジからループシュート。頭上を越えて９点目。１６分，前川君がシュー
トのこぼれ球を小澤君が詰めて押し込み，１０点目。１８分，右サイドをドリブ
ルで持ち込んだ前川君が左足でシュート。１１点目。

ＤＦの優先順位は
１．マークする相手にボールが渡る前にカットするインターセプト。
２．渡ってしまったら，前を向かせない。
３．前を向かせてしまったらディレイ，ジョッキーで時間をかけさせ，突破され
ない。クロスを入れさせない。シュートを撃たせない。

ヴェルディの試合観戦
矢上と福島に行く先生のお友達にヴェルディの熱烈なサポーターをしている方

がいます。その方が南の子どもたちがヴェルディの試合を観戦する時は何かとお
世話してくださるそうです。

７月２７日の味スタ，対ガンバ戦を観たいのですが，合宿中ですので叶いませ
ん。８月２５日，さわやか杯１２Ｂ予選の初日ですが，対松本山雅戦を観戦した
いと思います。自分のポジションについて理解を深める良い機会ですね。

○めあての達成度

コーチングは，ＧＫ矢野君・梶谷君の指事の声がよく出ていました。前川君・佐藤

君のコーチングもよくできていました。声がもっと大きくなればと思います。 ドリ

ブル突破が多数観られて練習の成果が出ていると言えますが，都大会ベスト８常連の

西原の子ども達と比べると技の多彩さでは見劣りがしました。自分の持っている技を

駆使してもっと相手を抜く楽しさを味わってほしいと思います。ターンを多用すると

攻撃に意外性が出て，ワイドな攻撃もできるようになると思います。

左サイドをＤＦがＭＦを追い越し，さらにＭＦがＤＦを追い越していくというオー

バーラップ，パス＆ムーブのうごき，ワンツーも観られました。

ディフェンスでは，マークが甘くなりスペースを与えてしまうことにより，自分が

マークしている相手にボールが渡り，前を向かれてしまい，それからアプローチをす

るので自由にパスを回されてしまう，ピンチを招くという展開が繰り返されていまし

た。１試合目の失点，２試合目の苦戦の原因の一つになりました。３試合目になると

かなり修正され，よく理解してくれたようです。

全員出場して勝つというめあての達成もめざして臨んだ試合。みんな次第により意

欲的になり，いくつも積み上げができた試合でした。

ｂｙ岩田知コーチ


